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1．はじめに 
	
 本研究は、ノートテイクを利用している聴覚障害学生の情報保障の向上を目的にした研究である。 
	
 長野大学には障害学生が多く学んでいる。(１)そのため、障害学生の支援を多く行っている。例え

ば、車いすを使用している学生は、車いすの操作のために手荷物を持つことが制限されてしまうた

め、障害学生用の個人ロッカーがある。個人ロッカーは、車いすを使用している学生以外でも使え

る。他にも、車いすを使用している学生は、階段を使うことができないため、昇降機やエレベータ

ーを利用している。視覚障害の学生のためには、点字プリンター、立体コピー機、拡大読書機を設

置し、情報保障のために活用されている。 
本研究の対象者である聴覚障害の学生は、平成 27 年度の段階で本学に 13 名在籍をしている。
聴覚障害の学生には健聴者と同じ教室で授業を受けるための支援がある。例えば、ノートテイクに

よる教員の音声を要約したり、ビデオ教材の音声を文字起こして字幕化したり、入学式・卒業式な

どの学校行事では学長の言葉を字幕表示したりしている。 
	
 ノートテイクとは、話し手の音声を健聴者であるノートテイカー（要約筆記奉仕員）が聴きとり、

ノート、あるいはパソコンに目で見ることの出来る文字にして表示する支援である。手話通訳など

と同じく、音声を視覚化する情報保障のひとつである。(２) 

長野大学では、講義時にノートテイクを活用することで聴覚障害の学生に向けた情報保障を行っ

ている。しかし、ノートテイクを利用している学生の多くは、ノートテイカーが要約した文字（視

覚情報）を注視しながら、教員の行動やスライド、黒板、テキストやノートにも注目していかなけ

ればならない。そのため聴覚障害の学生は視覚や聴覚に障害のない学生と比較して、一度に受け取

らなければならない視覚情報が多くなってしまう。教員の音声情報としてのノートテイクの結果

（視覚情報）と、授業で呈示されるスライドや教員の行動といった視覚情報とを同時に受け取るこ

とはできない。交互に注目することができたとしても他方に注目していたときには、重要な情報を

見落としてしまうことがあるはずだ。(３)例えば、講義中に教員が「ここを見てください」と発し、

指差しを行ったときにノートテイカーが「ここを見てください」とだけパソコンに入力する。入力

する時間など呈示されるまでに数秒間のタイムラグが生じてしまう。 
さらに、教員の指差しや指示語などの非言語情報（ジェスチャーなど言語によらない情報のこと

(３)）はもともと言語化できないため、「ここを見てください」とノートに記入しても黒板を見る行

動にはつながらず、ノートテイクでは伝えることが困難となる。また、非言語情報は視覚を媒介と

している点に特徴があり、動きや形の変化を前提として時間と空間を送り手と受け手の間で共有し

ているところに特徴を持っている。(４) 
そのため、本研究ではノートテイクを利用している学生の情報保障の向上を図るため、ノートテ

イクの果たせる役割の範囲に注視しながら、授業中に注目すべき事象が発生したとき、何らかの注

意喚起をすることでその事象に注目することができる。よって、重要な情報を見落とすことが減少

し、その結果として学習効果が高まるのではないかと考え、その方法を探ることを専門ゼミナール

のテーマとして研究してきた。 
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2．これまでの研究の概要 
	
 大学の講義においてスライドや黒板、テキストなど音声以外の、特に視覚的な非言語情報が多い

場合には交互に注視したとしても情報は欠落すると考えられる。そこで、日常的にノートテイクを

利用している聴覚障害学生に対して、音声以外の情報(授業中に注目すべき事象)として何が重要で
あるかをアンケートにより調査し、その情報を視覚以外の手段により提供することで重要な情報を

見落とすことが減少することにつながるかを振動による情報呈示システムを用いた実験を進める

ことであった。平成 26 年度(５)には、ノートテイクを利用している聴覚障害学生 11 名を対象に、
情報呈示システムを用いた実験を行った。実験からシステムの有効性は認められたが事象の発生を

伝えられる支援者と聴覚障害学生との着席している位置や、聴覚障害学生がどの様にシステム身に

つけることが振動に反応できるかが不明瞭であったことから、システムが有効であることは認めら

れたが正確な実験結果を得ることができなかった。 
 
3．目的 
	
 授業における情報保障として利用されることの多いノートテイクは、音声が主な討論や演説など

では効果的である。大学等における講義のようにスライドや黒板、テキストなど音声以外の、特に

視覚的な情報を含むことが多い場合にはノートテイクの内容と、様々な視覚的な事象との間におい

て注視する目標が交互に移動してしまい、注視したとしても他方の情報は欠落すると考えられる。 
本来ならば、授業時に聴覚障害の学生の隣に誰かが座り、スライドが変わったり、教員が黒板を

指差ししたりした時に、直接肩を叩くなどして合図を出すことが有効だと考えられるが、その方法

は支援者との信頼関係がないと難しい。その方法の代わりとして、視覚的情報以外を用いて支援を

行う。昨年度も使用した情報呈示システムが有効になると考える。情報呈示システムは、振動を使

った支援機器である。親機と子機があり、支援者が親機、聴覚障害の学生が子機を持つ。使い方と

して、スライドが変わったときや教員が黒板を指差したときに、支援者が親機についているボタン

を押し、合図を送る。送られた合図は、振動となって子機に伝わる。合図は子機に瞬時に伝わるた

め、すぐスライドに注目したり、教員の指差しに気付いたりすることが出来る。よって、健聴者の

学生と同じように授業を受けることが出来るだろうと考える。 
平成 26年度に実施した実験結果から考えられる問題としては、①実験者も被験者も自由に自分
の好きな席に座ったため、電波の受信に偏りが見られた。理由としては、情報呈示システムの電波

が微弱なためだと考えられる。②被験者である聴覚障害学生にはしてシステムをどの様に身につけ

てもらうのかを指示せず、机の上に置くなどしてしまい、気付くことができなかったり、振動が周

囲にも伝わってしまい、指示の妨害になったりしてしまった。そのため今年は、情報呈示システム

の電波受信出来る距離や、振動の長さ、どのようにすれば振動に気づくことができるかを調べるこ

とが本研究の目的である。以下、調査方法について述べる。 
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4．調査方法 
	
 平成 27年度伊藤専門ゼミナール(毎週金曜日の 16時 10分から 17時 40分まで行われている)の
活動時に 3 回に分け実験を行った。実験は、ゼミ生 6 人で行った。情報呈示システムをより効果
的に使用するためには、受信者がより効果的な位置で使用することが必要なため、どの範囲なら確

実に電波が届くのかを調べる必要がある。実験場所は、4-201 で行った。4-201 は、固定席が 48
席あり、合計で 208 人が座れる教室である。図２に 4-201 の見取り図を示す。実験を 4-201 で行
った理由としては、①固定机であることから実験がしやすいこと、②広い教室であることから届く

範囲の限界を判断しやすいこと、③講義を行う上で頻繁に使われる教室、④収容人数が多い教室で

あるということの４点である。 
	
 実験手順は以下に示す。 
(1)	
 親機を置く位置を決めておく。実験中はずっと同じ位置においておく。 
(2)  子機を使って、教室の窓側から一列ずつ調査する。その際、一つ一つ席を横に移動しながら

調査する。子機は、机の中心におく。 
(3)	
 一席ずつ調査するとき、親機を 10秒に 1回の間隔で 10回鳴らす。 
(4)	
 子機で何回振動したのかチェックしていく。 
(5)	
 (2)～(4)を繰り返す。 
(6)	
 各席それぞれで何回ずつ振動したのか表にまとめる。 
調査実験の概要は以下の通りである。 
空いている教室を使って調査を行った。その際、情報呈示システム(図 1)のインジケータ（注意
する状況が発現した際に振動する）を利用した。 
一席、横 60cm.、縦 80cm.である。 

 
図 1	
 情報呈示システム 

※振動の長さや回数を変更することは可能 

子 機

→	
 

親 機
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5．調査結果 
親機を置いた場所から、遠くなるにつれ徐々に電波が届かなくなっていくと仮定して実験を行

った。図２に調査結果を示す。図２に示されている数字は振動回数である。×のところは、実験を

行っていない箇所である。 
	
 情報呈示システムの電波が届く範囲を調べた結果、親機の近くにあっても電波が届かない場所

（縦の席 c	
 横の席 4）や、遠くでも 10回届いている場所（縦の席 n	
 横の席 13）があった。 

 
図２	
 調査結果 

 
6．考察 
今回の研究では、情報呈示システムの電波の受信範囲について焦点を当てた。情報呈示システム

の電波の受信範囲は、「縦の席 a~b 横の席 1~1」の範囲が受信回数も多く信頼性があると実験結果
から推測できる。また、空き教室で行ったため、障害物（人）がなかったことから広範囲に電波が

届きやすかったと考えられる。しかし実際の講義では、学生がたくさんいることが予想できるため、

結果の範囲よりも親機に近い位置に聴覚障害学生がいる方が効果的であると考える。 

親 10 10 9 10 10 10 8 10 10 9 4 10 ８〜～10
10 10 10 9 → 9 10 10 9 9 → 8 0 6 8 ４〜～７
10 10 9 5 10 9 7 6 10 0 6 9 2 ０〜～３
9 9 10 8 6 4 9 8 10 7 8 7 3
8 8 5 3 8 2 9 5 5 6 1 2 1
10 5 5 6 10 6 2 8 3 4 5 4 5
7 4 6 4 9 10 2 5 5 7 1 8 7
2 4 2 2 6 7 8 9 7 2 6 6 10
4 7 2 5 0 8 4 9 4 8 5 2 1
7 2 3 8 9 9 9 3 8 10 5 8 3
8 7 0 6 3 6 2 3 7 3 0 5 7
× × × × × × × × × × × × ×
× × × × × × × × × × × × ×
5 1 0 6 5 3 3 2 0 6 5 6 10
0 0 3 0 2 5 8 0 7 1 1 8 0
0 1 0 2 0 0 7 0 9 0 6 0 0

教壇

n 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 
a 
b 
c 
d 
e 
f 
g 
h 
i 
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m 

o 

1 

p 
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今回の実験を通して、電波が届きやすい範囲がある程度特定できた。本実験を行う際は上腕部に

情報呈示システムを固定して行うのが良いと考える。上腕部につける理由としては、昨年の研究結

果より、情報呈示システムを腰部につけて行う方がわかりやすいと考えられていたが、昨年の調査

メンバーが腰部につけ実験を行ったところ、情報呈示システムが机の下になってしまい、情報呈示

システムの親機が発している電波が届かなくなってしまった。また机の上では、振動が周囲の学生

にも聞こえてしまったため、適さないと判断した。(5)そのため、上腕部に情報呈示システムをつけ

ることにより、適切に電波が受信でき、また周りにも振動の音が聞こえずに支援を受けられるのだ

と考えられた。しかし、情報呈示システムのサイズが大きいため上腕部に装着すると目立つと予想

できる。装着する情報呈示システムはアップルウォッチなどの小型の機材を手首に装着することが

望ましいと予想される。今回の実験では親機と子機の電波の受信範囲を調べるところまでしか進ま

ず、上腕部に情報呈示システムを装着して実験を実施するところまではできなかった。 
	
 また、調査結果にも示したとおり、子機の電波の受信回数にバラつきが見られたため、実験方法

を見直し、来年も実験を行いたい。実験方法の見直しの具体例としては、実験者が分かるような「測

定方法のマニュアル(情報呈示システムを置く位置などの実験条件を定めたもの)」を作成し実験者
に呈示することで実験方法の統制をより信頼性のあるものにしたい。さらに、縦の席 l~m 横の席
1~13の実験が時間の関係で実験できなかったので来年度実験したい。 
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